
突哨山遊歩道案内看板の内容について 
 

「ガイドマップ部」 
・アルファベットと数字を取りました。 
・駐車場を赤くしました。 
・漫画風のフキダシと矢印で道を指示しています。 
・突哨山口を強調しています。 
・よく見ると最新版ではないようです。 
 川の位置とトイレのマーク、観察路の存在あたりが違います。 
 
「～の下の部分」 
・季節の写真を添えました。 
・テキストはガイドマップから引用しました。 
 
ガイドマップ部ですが、路傍と紙風船を残していますがどうしましょう？また、トイレなど、もっと削ってもいいのか

もと思いながらの現状です。それと、ガイドマップの下の部分はいかがでしょうか？違う内容にしますか？このあ

たりとあわせて全体についてもご意見ください。 
 
次に本メールに添付した設計図についてです。ざっくりこんな感じなのですが、問題は銘板の部分です。 
 
1点目。 
上に渡す荒々しい木の設置についてです。 
チェンソーででも厚さ 20センチ弱、幅 20～25センチ弱、長さ 160センチ程度、重たすぎないくらいの材を用意
できますでしょうか？ 
看板部は看板屋さんがつくってくれると思いますが、これについては私たちの仕事になるかと思います。簡単で

ないようなら「丸太」「なし」といった別案にしたいと思います。その際は、パネルに「突哨山遊歩道」の文字を入れ

ます。 
 
銘板をつけるとしたら 2点目。 
文字を彫っても塗ってもたぶん日に焼けていくので文字盤（プレート）にしようと思っています。その際のもののイ

メージなのですが、A～C とあります。これも予算の関係から決める事になるのかなと思っていますが、Aがつく
れるか先方と相談してみてください。鉄骨の溶接が難しければ、丸い鉄板の用意でも結構です（B）。何なら名寄
でつくってくれるところを探してもみます（C）。 
折り合わなければ参考までに数字をお知らせください。なお、作業としては B、Cが簡単かとは思います。 
 
以上ご検討ください、よろしくお願いします。 
 
堀川 真 
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